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祖
父
母
と
暮
ら
す

　
祐
也
さ
ん
が
子
ど
も
の
頃
か
ら
、
國
分
家
は
三

世
代
同
居
。
千
明
さ
ん
が
お
嫁
に
来
た
時
に
、
廊

下
で
２
つ
の
建
物
が
つ
な
が
る
よ
う
に
自
宅
を
増

築
し
ま
し
た
。

地
元
で
の
暮
ら
し
を
考
え
る

　
時
が
流
れ
、
祐
也
さ
ん
は
県
外
の
大
学
へ
進
学
。

卒
業
後
の
進
路
を
考
え
た
時
に「
地
元
に
良
い
影

響
を
与
え
ら
れ
た
ら
良
い
」と
思
い
、
福
島
県
内

の
企
業
で
の
就
職
を
目
指
し
て
就
職
活
動
を
行
い

ま
し
た
。
現
在
は
、
地
元
の
二
本
松
信
用
金
庫
に

勤
め
て
い
ま
す
。

　

そ
の
後
、
祐
也
さ
ん
は
博
子
さ
ん
と
結
婚
し
、

陽
太
く
ん
と
い
う
子
宝
に
も
恵
ま
れ
ま
し
た
。
市

内
の
ア
パ
ー
ト
で
新
婚
生
活
を
送
っ
て
い
ま
し
た

が
、
週
末
に
は
、
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
と
一
緒
に
時
間

を
過
ご
す
こ
と
も
多
か
っ
た
そ
う
で
す
。

家
に
戻
る
？

　
祐
也
さ
ん
は
、「
長
男
だ
し
、
家
に
戻
る
」と
い

う
思
い
も
あ
り
、
ま
た
、
千
明
さ
ん
も「
ゆ
く
ゆ

く
は
一
緒
に
住
み
た
い
な
」と
は
考
え
て
い
た
そ

う
で
す
が
、
祐
也
さ
ん
の
祖
父
母
が
生
活
し
て
い

た
建
物
は
、
経
年
劣
化
も
あ
り
、
そ
の
ま
ま
で
は

生
活
す
る
の
が
難
し
い
状
態
で
し
た
。

お
ば
あ
ち
ゃ
ん
か
ら
の
提
案

　
そ
ん
な
時
、
千
明
さ
ん
が
知
っ
た
の
が
多
世
代

同
居
住
宅
改
修
助
成
金（
６
頁
）。
三
世
代
で
同
居

し
よ
う
と
す
る
家
族
が
住
宅
内
部
の
機
能
を
向
上

さ
せ
る
よ
う
な
工
事
に
対
す
る
補
助
金
で
す
。

　

千
明
さ
ん
か
ら
の
提
案
で
、「
物
置
と
洋
間
」

だ
っ
た
場
所
を「
浴
室
と
フ
ロ
ー
リ
ン
グ
の
洋
室
」

へ
改
修
。
キ
ッ
チ
ン
や
浴
室
が
２
カ
所
ず
つ
に
な

り
ま
し
た
。「
建
物
が
古
い
の
で
、
現
実
的
に
住

む
の
は
難
し
い
と
思
っ
て
い
ま
し
た
が
、
補
助
金

を
活
用
す
る
こ
と
で
リ
フ
ォ
ー
ム
が
で
き
て
、
同

居
す
る
環
境
が
整
っ
た
」と
話
し
て
く
れ
ま
し
た
。

地
元
に
良
い
影
響
を
与
え
ら
れ
た
ら
良
い

　

博
子
さ
ん
は
、「
小
さ
い
子
ど
も
の
い
る
若
い

世
代
の
夫
婦
に
と
っ
て
は
、
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
と
一

緒
に
生
活
で
き
る
の
は
良
い
こ
と
で
、
お
ば
あ

二
本
松
で
　  

世
代
同
居
す
る

國
分
さ
ん
ご
家
族

多
世
代
同
居
住
宅
改
修
助
成
金

二
本
松
で
暮
ら
す
今
月
号
で
は
、
こ
の「
二
本
松
」で
幸
せ
に
暮
ら
せ
る
よ
う

市
が
実
施
し
て
い
る
サ
ポ
ー
ト
事
業
の
一
部
を
ご
紹
介
し
ま
す
。

ち
ゃ
ん
か
ら
リ
フ
ォ
ー
ム
し
て
か
ら
の
同
居
の
話

を
し
て
も
ら
っ
て
良
か
っ
た
」と
話
し
て
く
れ
ま

し
た
。
祐
也
さ
ん
も
大
好
き
な
地
元
で
働
き
、
そ

し
て
、
二
本
松
提
灯
祭
り
で
は
、
郭
内
若
連
の
一

員
と
し
て
活
動
し
、
地
元
に「
良
い
影
響
」を
も
た

ら
し
て
く
れ
て
い
ま
す
。

國分さんご家族
左から姉の杉山由

ゆ か
佳さんご家族（由佳さん、竜

りょうま
馬さん、六

りっか
花

ちゃん）、陽太くん、博子さん、祐也さん、千明さん

母・博
ひろこ
子さん

祖母・千
ちあき
明さん

父・祐
ゆうや
也さん

子・陽
はるた
太くん



5 Nihonmatsu City Public Relations, 2021.5, Japan

緊
急
事
態
宣
言
！

　
ゲ
ー
ム
開
発
に
携
わ
る
仕
事
を
し
て
い
る
慶
太

さ
ん
。
昨
年
4
月
に
緊
急
事
態
宣
言
が
発
出
さ
れ

た
２
週
間
後
、
勤
務
す
る
会
社
で
は
リ
モ
ー
ト

ワ
ー
ク
が
開
始
さ
れ
、
７
割
の
社
員
が
会
社
以
外

の
場
所
で
仕
事
を
す
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

　
慶
太
さ
ん
は
、
現
在
も
東
京
に
あ
る
会
社
に
所

属
し
な
が
ら
リ
モ
ー
ト
ワ
ー
ク
で
仕
事
を
進
め
て

い
る
そ
う
で「
会
社
内
で
も
、
こ
ん
な
に
離
れ
た

と
こ
ろ
で
リ
モ
ー
ト
ワ
ー
ク
を
す
る
の
は
初
め
て
。

あ
る
意
味
、
実
験
で
す
。」と
話
し
て
く
れ
ま
し
た
。

コ
ロ
ナ
の
前
の
日
常

　
コ
ロ
ナ
前
の
東
京
で
の
生
活
は
、
電
車
に
揺
ら

れ
な
が
ら
の
通
勤
で
、
帰
り
は
い
つ
も
８
時
す
ぎ
。

　

家
で
慶
太
さ
ん
の
帰
り
を
待
つ
敦
子
さ
ん
は
、

昊
大
く
ん
を
抱
っ
こ
し
な
が
ら
の
愛
犬
の
散
歩
。

昊
大
く
ん
が
大
き
く
な
っ
て
、
い
ろ
い
ろ
な
こ
と

に
興
味
を
持
つ
よ
う
に
な
る
と
、
あ
っ
ち
へ
行
っ

た
り
こ
っ
ち
へ
行
っ
た
り
…
。

福
島
へ
行
こ
う
！

　
二
本
松
で
暮
ら
す
よ
う
に
な
っ
て
か
ら
は
、
リ

モ
ー
ト
ワ
ー
ク
が
定
着
し
て
時
間
に
ゆ
と
り
が
で

き
た
慶
太
さ
ん
と
３
人
で
、
毎
日
、
愛
犬
と
お
散

歩
。
敦
子
さ
ん
は
、
い
つ
も
家
族
と
一
緒
に
い
ら

れ
る
こ
と
が「
幸
せ
」だ
そ
う
で
す
。

　
お
２
人
と
も
、
福
島
市
の
ご
出
身
。
東
京
で
生

活
を
し
な
が
ら
も「
い
つ
か
は
福
島
に
戻
り
た
い
」

と
話
を
し
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
な
ど
で
情
報
を
収

集
。
県
外
か
ら
移
住
す
る
方
を
応
援
す
る
補
助
金

（
７
頁
）は
、
ハ
ウ
ス
メ
ー
カ
ー
さ
ん
か
ら
教
え
て

も
ら
っ
た
そ
う
で
す
。

　

二
本
松
の
印
象
を
尋
ね
る
と「
自
然
が
東
京
よ

り
豊
か
だ
け
ど
、
利
便
性
も
あ
っ
て
ち
ょ
う
ど
良

い
。
そ
し
て
、『
食
』の
お
店
が
多
い
印
象
で
す
。

ラ
ー
メ
ン
屋
さ
ん
や

ケ
ー
キ
屋
さ
ん
が
多

く
て
、
ま
だ
ま
だ
、

行
き
き
れ
て
い
ま
せ

ん
。」と
話
し
て
く
れ

ま
し
た
。

丹治さんご家族　慶
けいた
太さん、敦

あつこ
子さん、昊

こうた
大くん

二
本
松
へ
　 

タ
ー
ン

丹
治
さ
ん
ご
家
族

来
て
に
ほ
ん
ま
つ
住
宅
取
得
支
援
事
業

暮らす

このまちで 

～ 

市
長
か
ら
の
手
紙 

～

市
民
が
主
役
。

二本松市長

　

は
じ
め
に
、
医
師
や
看
護
師
、

病
院
ス
タ
ッ
フ
の
皆
様
、
感
染
症

対
策
に
携
わ
る
保
健
所
や
臨
床
検

査
技
師
の
方
々
な
ど
、
市
民
の
命

と
健
康
を
守
る
た
め
に
、
最
前
線

で
懸
命
に
対
応
い
た
だ
い
て
い
る

皆
様
に
、
敬
意
を
表
し
、
感
謝
を

申
し
上
げ
ま
す
。

　
ま
た
、
感
染
拡
大
防
止
に
向
け

て
、
さ
ま
ざ
ま
な
協
力
を
頂
い
て

い
る
市
民
の
皆
様
、
事
業
者
の
皆

様
に
感
謝
を
申
し
上
げ
ま
す
。

　

全
国
的
に
感
染
が
急
拡
大
し
、

医
療
提
供
体
制
が
大
変
厳
し
い
状

況
に
な
っ
て
お
り
ま
す
。 

　
一
人
ひ
と
り
の「
命
」を
救
う
こ

と
が
一
番
大
切
な
目
的
で
す
。

　
二
本
松
市
で
は
、
新
型
コ
ロ
ナ

ウ
イ
ル
ス
感
染
症
ま
ん
延
防
止
の

た
め
、
希
望
す
る
市
民
の
皆
様
に
、

速
や
か
な
接
種
が
可
能
と
な
る
よ

う
、
新
型
コ
ロ
ナ
ワ
ク
チ
ン
接
種

を
実
施
し
ま
す
。

　
接
種
体
制
は
、「
近
く
て
安
心
」

を
キ
ー
ワ
ー
ド
に
、
安
達
医
師
会

の
協
力
に
よ
り
、通
い
な
れ
た「
か

か
り
つ
け
医
」で
の「
個
別
接
種
」

と
、
日
曜
日
に
実
施
す
る「
集
団

接
種
」を
組
み
合
わ
せ
る「
ハ
イ
ブ

リ
ッ
ト
型
」で
実
施
い
た
し
ま
す
。

　
ワ
ク
チ
ン
接
種
は
、
医
療
従
事

者
の
優
先
接
種
が
進
め
ら
れ
て
お

り
ま
す
。
高
齢
者
、
基
礎
疾
患
を

有
す
る
方
、
一
般
市
民
へ
と
優
先

順
位
に
基
づ
き
接
種
を
進
め
、
ワ

ク
チ
ン
供
給
量
に
合
わ
せ
て
、
年

齢
の
高
い
方
か
ら
接
種
券
の
発
送

を
行
い
ま
す
。

　
全
額
公
費
で
接
種
を
行
う
た
め
、

無
料
で
接
種
で
き
ま
す
。

　

ワ
ク
チ
ン
を
接
種
し
た
人
は
、

接
種
し
て
い
な
い
人
よ
り
も
、
新

型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
を
発

症
し
た
人
が
少
な
い
と
い
う
こ
と

が
分
か
っ
て
い
ま
す
。

  

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症

対
策
の
最
終
的
な
ゴ
ー
ル
は
、「
被

害
者（
死
者
）を
最
小
限
に
と
ど
め

る
こ
と
。」で
す
。 

　
市
民
の
皆
様
に
は
、
今
後
も
気

を
緩
め
る
こ
と
な
く
、
自
分
自
身

と
大
切
な
人
の
命
を
救
う
た
め
、

一
人
ひ
と
り
が
感
染
防
止
対
策
に

取
り
組
ん
で
い
た
だ
く
よ
う
、
改

め
て
お
願
い
を
い
た
し
ま
す
。

　
ま
た
、
感
染
拡
大
地
域
と
の
不

要
不
急
の
往
来
は
、
控
え
て
い
た

だ
く
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

　
「
命
を
救
う
」こ
と
を
最
優
先
に

「
感
染
防
止
」「
市
民
生
活
を
守
る
」

「
緊
急
経
済
対
策
」に
全
力
を
尽
く

し
て
ま
い
り
ま
す
。

新
型
コ
ロ
ナ
ワ
ク
チ
ン
接
種

　
　
　「
人
の
命
を
救
う
た
め
」



6広報にほんまつ　2021.5

住
む

�

結
婚
し
て
二
本
松
市
へ

　
　
お
引
っ
越
し
す
る
新
婚
夫
婦
へ

敷
金
、
礼
金
、

引
っ
越
し
費
用
助
成

　
新
生
活
を
支
援
す
る
た
め
、
令
和
３

年
１
月
１
日
か
ら
令
和
４
年
３
月
22
日

ま
で
の
間
に
婚
姻
届
を
提
出
し
、
新
た

に
市
内
の
民
間
賃
貸
住
宅
を
借
り
る
新

婚
夫
婦
で
、
次
の
要
件
を
全
て
満
た
す

方
を
対
象
に
、
敷
金
・
礼
金
等
を
助
成

し
ま
す
。

支
給
対
象
要
件

・‌�

夫
婦
の
所
得
合
算
額
が
４
０
０
万
円

未
満
で
あ
る
こ
と

・‌�
婚
姻
届
提
出
日
に
お
け
る
夫
婦
双
方

の
年
齢
が
39
歳
以
下
で
あ
る
こ
と

・‌�

令
和
３
年
１
月
１
日
か
ら
令
和
４
年

３
月
22
日
ま
で
の
間
に
、
市
内
の
民

間
賃
貸
住
宅
の
契
約
を
締
結
し
、
新

婚
夫
婦
の
双
方
ま
た
は
一
方
が
居
住

し
て
い
る
こ
と

・‌�

新
婚
夫
婦
の
双
方
ま
た
は
一
方
が
、

本
市
に
住
民
登
録
が
あ
り
、
生
活
の

本
拠
が
本
市
に
あ
る
こ
と

※
こ
の
他
、
納
税
要
件
等
あ
り
。

※�

令
和
４
年
３
月
31
日
ま
で
に
申
請
が

必
要

助
成
対
象
費
用

・‌�

民
間
賃
貸
住
宅
の
賃
貸
借
契
約
の
締

結
に
伴
い
支
払
う
、
敷
金
と
礼
金

・�

運
送
業
者
等
に
支
払
う
引
っ
越
し
費

用

助
成
金
の
額

　
令
和
３
年
１
月
１
日
か
ら
令
和
４
年

３
月
22
日
ま
で
の
間
に
支
払
っ
た
助
成

対
象
費
用
の
合
算
額（
上
限
30
万
円
）

�

祖
父
母
や
父
母
、
子
ど
も
と
一
緒
に

　
大
家
族
で
暮
ら
す
方
を
応
援
し
ま
す

多
世
代
同
居
住
宅
改
修
助
成
金

支
給
対
象
者

　
申
請
日
の
１
年
前
か
ら
実
績
報
告
書

の
提
出
日
ま
で
に
、
新
た
に「
同
居
世

代
」が
増
加
し
、
三
世
代
以
上
で
同
居

す
る
こ
と
。

※�

同
居
世
代
と
は
、祖
父
母
、父
母
、子
、

孫
な
ど
同
居
す
る
世
代
を
指
し
ま
す
。

※�

婚
姻
に
よ
っ
て
同
居
者
が
増
え
る
場

合
は
、
三
世
代
以
上
の
同
居
で
可
。

（
同
居
世
代
の
増
は
問
い
ま
せ
ん
。）

※
こ
の
他
、
納
税
要
件
等
あ
り
。

対
象
工
事

　
市
内
業
者
と
契
約
し
施
工
す
る
、
機

能
の
向
上
を
伴
う
住
宅
内
部
の
改
修

（
リ
フ
ォ
ー
ム
）で
、
次
の
条
件
を
満
た

し
て
い
る
工
事
が
対
象
と
な
り
ま
す
。

・
工
事
費
用
が
20
万
円
以
上

・�

契
約
日
が
令
和
３
年
４
月
１
日
以
降

※�

太
陽
光
発
電
の
設
置
や
エ
ア
コ
ン
の

設
置
な
ど
の
備
品
購
入
は
補
助
対
象

外

助
成
金
の
額

　

最
大
36
万
円（
助
成
対
象
工
事
費
用

の
２
分
の
１
の
額
）

新
築
住
宅
・
中
古
住
宅
を

　
　
購
入
す
る
若
者
を
応
援
し
ま
す

移
住
促
進
住
宅
取
得
奨
励
金

支
給
対
象
者

・�

新
た
に
二
本
松
市
に
転
入
さ
れ
る
方

で
、
住
宅
取
得
契
約
時
に
39
歳
以
下

で
、
配
偶
者
ま
た
は
年
齢
が
18
歳
未

満
の
子
を
有
し
て
い
る
方

・�

住
宅
取
得
契
約
が
令
和
２
年
４
月
１

日
以
後
で
、
令
和
３
年
４
月
１
日
以

後
に
住
宅
を
取
得
す
る
方

【
新
築
住
宅
取
得
の
場
合
】

　
市
内
業
者
と
契
約
し
建
設
す
る
新
築

住
宅
を
取
得
す
る
方

【
中
古
住
宅
取
得
の
場
合
】

　
建
物
表
示
登
記
後
５
年
以
上
経
過
し

た
中
古
住
宅
を
取
得
す
る
方

（
市
内
の
不
動
産
業
者
が
売
り
主
ま
た

は
仲
介
す
る
物
件
に
限
り
ま
す
。）

※
こ
の
他
に
、
納
税
要
件
等
あ
り
。

助
成
金
の
額

　

最
大
36
万
円（
助
成
対
象
費
用
の
10

分
の
１
の
額
）

01

02

03

二本松市に住んでもらいたい
　�人口の減少は、全国どこの市町村でも、避けて通るこ
とのできない問題になっています。
　�市では、市内へ定住してもらうための独自の助成事業
を提案することで、この問題を乗り切っていきます。
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空
き
家
を
リ
フ
ォ
ー
ム
し
て

　
　
定
住
す
る
方
を
応
援
し
ま
す

空
き
家
改
修
助
成
金

　
新
た
に
二
本
松
市
に
転
入
さ
れ
る
方

で
、
空
き
家
を
改
修（
リ
フ
ォ
ー
ム
）し
、

定
住
し
よ
う
と
す
る
意
志
が
あ
る
な
ど

の
要
件
を
満
た
す
方
へ
助
成
し
ま
す
。

助
成
対
象
工
事

・�

工
事
費
が
20
万
円
以
上
で
、
台
所
や

浴
室
、
ト
イ
レ
、
洗
面
所
、
屋
根
な

ど
の
リ
フ
ォ
ー
ム
工
事

※�

空
き
家
の
購
入
・
賃
貸
借
契
約
を
締

結
し
て
１
年
以
内
に
契
約
し
た
工
事

が
対
象
と
な
り
ま
す
。

助
成
金
の
額

　

�

最
大
50
万
円（
助
成
対
象
工
事
に
要

す
る
費
用
の
２
分
の
１
に
相
当
す
る

額
）

※�

空
き
家
と
は
…

　

�　
市
内
の
住
宅
で
売
買
契
約
ま
た
は

賃
貸
借
契
約
を
し
た
日
の
前
日
ま
で

の
３
カ
月
以
上
、
居
住
そ
の
他
の
使

用
を
し
て
い
な
い
状
態
に
あ
る
も
の
。

た
だ
し
、
賃
貸
借
の
た
め
の
所
有
・

管
理
を
さ
れ
て
い
る
貸
家
等
を
除
く
。

ま
た
空
き
家
の
所
有
者
が
、
３
親
等

以
内
の
親
族
で
あ
る
場
合
は
助
成
対

象
外
と
な
り
ま
す
。

二
本
松
市
に

　
就
職
す
る
方
を
応
援
し
ま
す

大
卒
等
定
住
促
進
奨
励
金

　
大
卒
者
等
の
定
住
促
進
を
図
り
、
若

い
世
代
の
人
口
減
少
を
抑
制
す
る
こ
と

を
目
的
に
、
大
学
等
を
新
規
に
卒
業
し

て
市
内
へ
定
住
し
、
就
労
す
る
方
に
奨

励
金
を
支
給
し
ま
す
。

支
給
対
象
者

・�

学
校
教
育
法
に
規
定
す
る
大
学
、
大

学
院
の
修
士
課
程
、
大
学
院
の
博
士

課
程
、
短
期
大
学
、
専
修
学
校（
教
育
、

社
会
福
祉
分
野
の
専
門
課
程
）お
よ
び

高
等
専
門
学
校
を
卒
業
し
て
１
年
以

内
の
方

・�

二
本
松
市
内
の
事
務
所
、
店
舗
、
工
場
、

保
育
所
、
幼
稚
園
等
に
新
規
で
正
社

員
ま
た
は
正
職
員
と
し
て
雇
用
さ
れ
、

二
本
松
市
内
に
定
住
す
る
方（
公
務
員
、

契
約
社
員
、
嘱
託
、
パ
ー
ト
、
ア
ル

バ
イ
ト
、臨
時
雇
用
者
は
除
き
ま
す
。）

・�

正
規
雇
用
さ
れ
た
時
点
に
お
い
て
、

奨
学
金
・
教
育
ロ
ー
ン
の
返
済
残
高

が
あ
る
方

・�

二
本
松
市
内
に
永
住
の
意
思
を
持
っ

て
居
住
し
て
い
る
方

奨
励
金
の
額　
最
大
30
万
円

県
外
か
ら

　
移
住
し
て
く
る
方
を
応
援
し
ま
す

来
て
に
ほ
ん
ま
つ
住
宅
取
得

支
援
事
業
補
助
金

 

支
給
対
象
者

・�

二
本
松
市
に
永
住
す
る
意
思
を
持
っ

て
居
住
す
る
県
外
在
住
者（
住
宅
取
得

の
契
約
日
に
住
所
が
県
外
）

・�

住
宅
の
売
買
契
約
日
か
ら
起
算
し
て

１
年
前
ま
で
に
世
帯
員
全
員
が
本
市

に
住
所
を
有
し
な
い
方

・�

補
助
対
象
住
宅
の
契
約
日
か
ら
１
年

以
内
に
申
請
を
行
う
方

※
こ
の
他
に
、
納
税
要
件
等
あ
り
。

 

補
助
額

�　
最
大
２
０
０
万
円（
補
助
対
象
経
費
の

２
分
の
１
の
額
）

◎
問
い
合
わ
せ
…

　
01

　
子
育
て
支
援
課
子
ど
も
家
庭
係

　
☎（
55
）５
０
９
４

　
Fax（
22
）１
５
４
７

　
02
～
06

　
秘
書
政
策
課

　
地
方
創
生
・
新
エ
ネ
推
進
係

　
☎（
24
）７
１
２
０

　
Fax（
22
）７
０
２
３

04

05

住む

このまちで 

06
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妊
娠

子
育
て

妊
婦
さ
ん
に
や
さ
し
い
支
援

妊
婦
健
診
、
産
後
健
診
、

妊
婦
歯
科
検
診

妊
婦
健
康
診
査

　
出
産
ま
で
の
15
回
分
の
妊
婦
健
診
を

助
成
し
ま
す
。

産
後
２
週
間
健
診（
マ
マ
）

産
後
１
カ
月
健
診（
マ
マ
）

　
マ
マ
の
産
後
２
週
間
お
よ
び
１
カ
月

健
診
費
用
を
助
成
し
ま
す
。

※�

県
内
で
出
産
し
た
場
合
は
申
請
が
不

要
で
す
が
、
県
外
で
出
産
し
た
場
合

は
申
請
が
必
要
で
す
。

産
後
１
カ
月
児
健
診（
赤
ち
ゃ
ん
）

　
お
子
さ
ん
が
産
後
１
カ
月
児
健
康
診

査
を
受
診
し
た
際
の
費
用
を
助
成
し
ま

す
。（
上
限
５
３
６
０
円
）

※
申
請
が
必
要
で
す
。

妊
婦
歯
科
検
診

　
妊
娠
中
は
、
体
調
の
変
化
な
ど
で
む

し
歯
や
歯
周
病
が
起
こ
り
や
す
い
た
め
、

妊
婦
歯
科
検
診
１
回
分
の
費
用
を
助
成

し
ま
す
。

赤
ち
ゃ
ん
が
欲
し
い
ご
夫
婦
へ

不
妊
治
療
費
の
助
成

　
子
ど
も
を
持
つ
こ
と
を
希
望
し
て
い

る
ご
夫
婦
を
支
援
し
ま
す
。

特
定
不
妊
治
療
費
助
成

　
県
特
定
不
妊
治
療
に
該
当
し
て
い
る

場
合
、
男
性
女
性
を
問
わ
ず
、
治
療
費

の
一
部
を
１
人
１
回
15
万
円
を
上
限
に
、

１
子
に
つ
き
10
回
ま
で
助
成
し
ま
す
。

一
般
不
妊
治
療
費
助
成

　
年
間
15
万
円
を
上
限（
回
数
不
問
）と

し
、
連
続
５
年
ま
で
助
成
し
ま
す
。

出
産
時
の
交
通
費
を
助
成
し
ま
す

出
産
時
交
通
費
助
成
事
業

　
出
産
時
と
退
院
時
の
計
２
回
、
タ
ク

シ
ー
利
用
の
助
成
を
し
ま
す
。

助
成
内
容

　
県
内
の
自
宅（
里
帰
り
先
）等
と
医
療

機
関
ま
で
の
タ
ク
シ
ー
料
金（
実
費
）を

助
成
し
ま
す
。

※�

利
用
時
に
出
産
に
至
ら
な
い
場
合
で

も
、
１
回
の
利
用
と
み
な
し
ま
す
。

※�

タ
ク
シ
ー
を
利
用
し
な
か
っ
た
場
合

は
、
ガ
ソ
リ
ン
給
油
券（
千
円
×
２

回
分
）と
引
き
換
え
ま
す
。

赤
ち
ゃ
ん
の
生
ま
れ
た
ご
家
庭
へ

出
産
祝
金
支
給
事
業

　
子
ど
も
が
生
ま
れ
た
ご
家
庭
を
支
援

す
る
た
め
、
出
産
祝
金
を
支
給
し
ま
す
。

支
給
額

・
第
１
子　
　
　
…　
１
万
円

・
第
２
子　
　
　
…　
５
万
円

・
第
３
子
以
降　
…　
10
万
円

産
後
の
マ
マ
と
赤
ち
ゃ
ん
の
た
め
に

産
後
ケ
ア
事
業

　
心
身
と
も
に
不
安
定
に
な
り
や
す
い

産
後
の
母
体
回
復
や
、
育
児
不
安
軽
減

の
た
め
、
二
本
松
病
院
お
よ
び
県
助
産

師
会
と
連
携
し
て
、
助
産
師
に
よ
る
産

後
ケ
ア
を
行
い
ま
す
。

対
象
者

　
産
後
５
カ
月
未
満
ま
で
の
母
子

※
日
帰
り
・
宿
泊
は
１
日
２
組
ま
で

ケ
ア
内
容

　

母
子
健
康
チ
ェ
ッ
ク
、
乳
房
ケ
ア
、

授
乳
相
談
な
ど

利
用
日
・
時
間
等

申
込
方
法

　
利
用
希
望
日
の
前
日
の
午
後
３
時
ま

で
に
健
康
増
進
課
に
電
話
で
予
約
し
て

く
だ
さ
い
。

0102

0304

05

世代をつなぐ「人づくり」
　�妊娠期から子育て期までの方々のお役に立てるような、
さまざまな取り組みをしています。

訪問ケア 日帰りケア 宿泊ケア

利用日
・時間

月～金曜日
概ね10：00～

16：00の間

月～金曜日
10：00

～16：00

月～木曜日
10：00
～翌日９：30

利用
回数

日帰りケアと
合わせて

7日以内

訪問ケアと
合わせて

7日以内
７泊以内

自己
 負担金

（１回分）
 無料

 1000円
（昼食 

・おやつ付）

 3500円
（３食 

・おやつ付）
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ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
で
子
育
て
支
援

子
育
て
支
援
ア
プ
リ
配
信
中

　
妊
娠
・
出
産
を
支
援
す
る
い
ろ
い
ろ

な
情
報
や
、
子
育
て
に
役
立
つ
情
報
が

１
つ
に
ま
と
ま
っ
た
便
利
な
ア
プ
リ
配

信
を
し
て
い
ま
す
。

ど
ん
な
ア
プ
リ
？

・�

妊
娠
・
出
産
・
子
育
て
に
関
す
る
支

援
情
報

・
乳
幼
児
健
診
や
予
防
接
種
の
情
報

・
子
育
て
イ
ベ
ン
ト
情
報 

な
ど

こ
ん
な
こ
と
も
で
き
ま
す
！

　
お
子
さ
ん
の
体
重
や
身
長
、
コ
メ
ン

ト
を
登
録
す
る
こ
と
で
、
日
々
の
成
長

日
記
を
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
で
楽
し
め
ま

す
。
ま
た
登
録
し
た
お
子
さ
ん
に
応
じ

た
、
乳
幼
児
健
診
や
予
防
接
種
の
時
期

が
自
動
で
プ
ッ
シ
ュ
通
知
さ
れ
ま
す
。

登
録
方
法

　
ご
利
用
の
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
で
、
次

の
Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド
を
読
み
込
ん
で
ダ
ウ
ン

ロ
ー
ド
し
て
く
だ
さ
い
。（
市
ウ
ェ
ブ

サ
イ
ト
か
ら
も
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き
ま

す
。）

思
春
期
・
妊
娠
・
出
産
・

　
　
　
子
育
て
を
サ
ポ
ー
ト
し
ま
す

子
育
て
世
代

　
　
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー

　

思
春
期
の
お
子
さ
ん
の
相
談
か
ら
、

不
妊
相
談
、
母
子
健
康
手
帳
の
発
行
、

乳
幼
児
の
各
種
相
談
な
ど
、
子
育
て
世

代
の
方
に
対
し
、
保
健
師
、
助
産
師
、

子
育
て
支
援
員
な
ど
が
さ
ま
ざ
ま
な
一

体
的
サ
ー
ビ
ス
を
実
施
し
ま
す
。

場　
所　
安
達
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー
内

※�

安
達
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー
で
は
、
平

日
の
午
前
９
時
か
ら
午
後
５
時
ま
で

随
時
相
談
が
で
き
ま
す
。

マ
マ
さ
ん
た
ち
の
交
流
の
場

子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー

　
地
域
の
子
育
て
支
援
情
報
の
収
集
・

提
供
や
、
子
育
て
全
般
に
関
す
る
相

談
・
支
援
を
行
う
拠
点
と
し
て
、
育
児

相
談
や
親
子
同
士
の
交
流
が
で
き
る
親

子
教
室
、
運
動
会
な
ど
、
各
種
イ
ベ
ン

ト
を
開
催
し
て
い
ま
す
。

子
育
て
世
帯
の
負
担
を
軽
減

第
２
子
以
降
の
保
育
料
を

全
額
助
成（
所
得
要
件
あ
り
）

　
子
育
て
世
帯
を
応
援
す
る
施
策
の
一

つ
と
し
て
、
第
２
子
以
降
の
保
育
料
を

全
額
助
成
し
ま
す
。
低
所
得
者
世
帯
は
、

第
１
子
か
ら
全
額
助
成
対
象
と
な
り
ま

す（
事
業
所
内
保
育
園
は
一
部
助
成
）。

◎
問
い
合
わ
せ
…

　
01
・
02
・
03
・
05
・
06

　
健
康
増
進
課
保
健
係

　
☎（
55
）５
１
１
０

　
Fax（
23
）１
７
１
４

　
04
・
08

　
子
育
て
支
援
課
子
ど
も
家
庭
係

　
☎（
55
）５
０
９
４

　
Fax（
22
）１
５
４
７

　
07

　

�

子
育
て
世
代
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー

(M
um
)

　
☎（
24
）８
６
６
０

　
Fax（
23
）１
７
１
４

　
09

　
子
育
て
支
援
課
保
育
所
幼
稚
園
係

　
☎（
55
）５
１
１
２

　
Fax（
22
）１
５
４
７

07

06

08
センター
設置地域 設置場所 問い合わせ

二本松地域 二本松保健センター２階
☎/Fax
（23）0415

安達地域 認定こども園まゆ
みぷらす内

☎（24）8347
Fax(24)9075

小浜地域 小浜保育所内 ☎/Fax
（55）2124

新殿・旭
地域

いわしろさくらこ
ども園内

☎（57）2709
Fax(57)2723

東和地域 とうわこども園内 ☎（24）8125
Fax(24)8126

09
例えば…
【保育所・認定こども園の場合】
●市民税所得割額48,600円未満の世帯の場合
　�生計を一緒にする子どものうち、年長順か
ら数えて第２子以降にあたる児童
＼＼保育料全額助成／／

●市民税所得割額48,600円以上の世帯の場合
　�未就学の子どものみを数えて第２子以降に
あたる児童
＼＼保育料全額助成／／

妊娠・子育て

このまちで 

▲Google Play

▲App　Store
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市
内
で
創
業
さ
れ
る
方
必
見
①

空
き
店
舗
等
活
用
事
業
補
助

　
新
た
に
創
業
す
る
方
が
、
市
内
の
空

き
店
舗
や
空
き
家
、
空
き
事
務
所
等
に

入
居
す
る
際
の
改
修
費
お
よ
び
賃
借
料

に
対
し
、
そ
の
費
用
の
一
部
を
補
助
し

ま
す
。

補
助
額
等

補
助
率
　
３
分
の
２
以
内

補
助
対
象
者

�　

創
業
者
の
う
ち
、
市
内
在
住（
市
内

に
転
入
予
定
）の
方
、
ま
た
は
市
内
に

主
た
る
事
業
所
を
有
す
る
法
人

補
助
対
象
経
費

①
店
舗
等
改
修
費
…

・‌�

内
装
工
事
、
外
装
工
事
、
給
排
水
衛

生
設
備
工
事
、
サ
イ
ン
工
事
、
電
気

照
明
等
の
設
置
工
事
等

・‌�

建
物
と
一
体
と
な
っ
て
機
能
す
る
設

備
の
導
入
、
備
品
の
購
入

※�

い
ず
れ
も
市
内
業
者
を
利
用
す
る
改

修
ま
た
は
備
品
購
入
に
限
る
。

②
店
舗
等
賃
借
料
…

・‌�

賃
借
店
舗
等
の
月
額
家
賃（
敷
金
・

礼
金
等
の
諸
経
費
を
除
く
。）

③
創
業
者
住
居
賃
借
料
…

・‌�

年
度
内
に
市
外
か
ら
転
入
し
た
方
の

住
居
の
月
額
家
賃（
敷
金
・
礼
金
等

の
諸
経
費
を
除
く
。）

市
内
で
創
業
さ
れ
る
方
必
見
②

融
資
資
金
利
子
補
給
補
助

�　
新
た
に
市
内
で
創
業
さ
れ
る
方
が
借

り
入
れ
る
資
金
の
利
子
に
対
し
て
、
そ

の
費
用
相
当
額
を
補
助
し
ま
す
。

補�

助
額

�　
対
象
融
資
に
お
い
て
支
払
う
こ
と
と

な
る
１
～
２
年
間
分
の
利
子
相
当
額

※�

限
度
額
は
、
融
資
額
に
係
る
利
率
の

年
２
パ
ー
セ
ン
ト
に
相
当
す
る
額

補
助
対
象
者

・‌�

対
象
融
資
を
受
け
た
後
、
速
や
か
に

創
業
す
る
方
、
ま
た
は
創
業
後
１
年

以
内
に
対
象
融
資
を
受
け
て
い
る
方

・‌�

市
内
に
本
店
や
主
た
る
事
業
所
が
あ

る
法
人
ま
た
は
個
人
で
、
引
き
続
き

市
内
で
事
業
を
営
む
方

補
助
対
象
融
資

・
福
島
県
起
業
家
支
援
保
証
融
資

・‌�

㈱
日
本
政
策
金
融
公
庫
国
民
生
活
事

業
に
お
け
る
創
業
向
け
融
資

・‌�

市
内
金
融
機
関
が
実
施
す
る
前
記
２

つ
の
融
資
条
件
に
準
ず
る
融
資

※
対
象
融
資
の
上
限
は
２
千
万
円

※�

借
換
資
金
と
し
て
の
融
資
は
対
象
外

人
材
育
成
を
お
手
伝
い
し
ま
す

事
業
所
等
人
材
育
成
補
助

�　
市
内
事
業
所
等
に
お
け
る
優
秀
な
人

材
の
育
成
・
確
保
を
推
進
す
る
た
め
、

研
修
受
講
等
に
係
る
経
費
の
一
部
を
補

助
し
ま
す
。

補
助
対
象
者

�　
市
内
で
事
業
を
１
年
以
上
営
ん
で
い

る
事
業
所
な
ど

対
象
と
な
る
研
修
等

①�

事
業
所
等
が
自
ら
企
画
し
、
講
師
等

を
依
頼
し
て
開
催
す
る
研
修

②�

専
門
研
修
機
関
が
実
施
す
る
各
種
研

修
等

補
助
額
等

①�

研
修
に
要
す
る
経
費
の
２
分
の
１
以

内
の
額
で
、
限
度
額
は
50
万
円

②�

研
修
に
要
す
る
経
費
の
２
分
の
１
以

内
の
額
で
、
受
講
者
１
人
に
つ
き
限

度
額
10
万
円

働
く

01

02

補助対象
経　　費

補助対象
期　　間

補　助
限度額

①店舗等
　改修費

交付決定日から営
業開始日まで 200万円

②店舗等
　賃借料 営業開始日の属す

る月の翌月から１
年間

10万円
/月

③�創業者
　住居賃借料

５万円
/月

市内の事業者を応援します
　��これから創業を考えている方やより良い事業展開を考
えている経営者の皆さんに向けて、県内トップクラス
の補助制度を用意しています。

03
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新
た
な
事
業
展
開
を
目
指
す
方
へ

繁
盛
店
づ
く
り
支
援
事
業
補
助

�　
市
内
の
店
舗
等
で
商
売
を
営
む
方
ま

た
は
営
も
う
と
す
る
方
が
行
う「
新
商

品
開
発
事
業
」「
販
路
開
拓
事
業
」「
経
営

改
善
事
業
」「
集
客
力
向
上
事
業
」に
対

し
、
そ
の
費
用
の
一
部
を
補
助
し
ま
す
。

※�

市
内
業
者
に
よ
っ
て
施
工
ま
た
は
、

市
内
業
者
か
ら
購
入
す
る
も
の
に
限

る
。（
た
だ
し
、
市
内
業
者
に
よ
っ

て
施
工
ま
た
は
、
市
内
業
者
か
ら
購

入
す
る
こ
と
が
困
難
な
場
合
は
こ
の

限
り
で
は
な
い
。）

補
助
対
象
事
業
等

　
左
表
の
と
お
り

補
助
率　
２
分
の
１
以
内

補
助
限
度
額　
30
万
円

※
申
請
は
年
度
内
１
回
限
り
。

補
助
対
象
者

�　
中
小
企
業
者（
個
人
事
業
主
を
含
む
）

で
、
市
内
に
主
た
る
事
業
所
を
有
す
る

法
人
か
、
市
内
に
事
業
所
を
有
し
市
内

に
在
住
の
方
、
ま
た
は
、
前
述
に
記
載

の
あ
る
者
を
構
成
員
と
す
る
任
意
団
体

等募
集
期
間

　
６
月
１
日（
火
）～
12
月
28
日（
火
）

　
午
前
９
時
～
午
後
５
時

　
※
土
日
・
祝
日
を
除
く
。

※�

予
算
額
に
達
し
た
場
合
、
募
集
を
締

め
切
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

◎
問
い
合
わ
せ
・
申
請
先
…

　
01
・
02

・�

二
本
松
地
域
で
創
業
を
希
望
さ
れ
る

方
…

　
二
本
松
商
工
会
議
所

　
☎（
23
）３
２
１
１

　
Fax（
22
）６
６
７
７

・�

安
達
地
域
・
岩
代
地
域
・
東
和
地
域

で
創
業
を
希
望
さ
れ
る
方
…

　
あ
だ
た
ら
商
工
会

　
☎（
23
）５
８
５
４

　
Fax（
22
）４
４
３
８

・
問
い
合
わ
せ
の
み
…

　
商
工
課
商
工
振
興
係

　
☎（
55
）５
１
２
0

　
Fax（
22
）８
５
３
３

　
03
・
04

　
商
工
課
商
工
振
興
係

　
☎（
55
）５
１
２
0

　
Fax（
22
）８
５
３
３

補助対象事業 補助対象経費

新商品開発事業
（�市内の地域資源

を活用したもの
に限る）

・専門家謝金・旅費
・研究開発費
・市場調査費
・�商品ラベル・パッケージ等作成

費
・広告宣伝費

販路開拓事業
（�自社の製品等の

情報を市内外へ
発信する事業）

研究開発費を除く上記経費のほか、
・�展示会等出展費
　（�市外で行われるものに限り、即

売を主目的とするものを除く。）
・ホームページ開設費
・ネットショップ開設費

経営改善事業
（�自社の経営状況を

改善する事業）

・専門家謝金・旅費
・経営改善計画策定費
・モニタリング費
・�経営改善セミナー等参加費

集客力向上事業
（�店舗等の集客力を

向上させる事業）

・専門家謝金・旅費
・市場調査費
・店舗等改装費
・備品等購入費

04

働く

このまちで 
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老
後

い
つ
ま
で
も
健
康
で
い
る
た
め
に�

生
き
が
い
デ
イ
サ
ー
ビ
ス

　
健
康
の
維
持
・
増
進
、
介
護
予
防
の
観

点
か
ら
、
入
浴
や
給
食
、
日
常
動
作
訓
練

等
の
サ
ー
ビ
ス
を
行
い
ま
す
。

対
象
者　

　
介
護
保
険
の
要
介
護
・
要
支
援
状
態

に
至
ら
な
い
65
歳
以
上
の
方

利
用
料　
１
日
当
た
り

　
１
１
５
０
円
～
１
１
６
５
円

※
施
設
に
よ
っ
て
異
な
り
ま
す
。

利
用
可
能
施
設

・�

二
本
松
生
き
が
い
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
セ

ン
タ
ー（
二
本
松
福
祉
セ
ン
タ
ー
内
）

・�

岩
代
生
き
が
い
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
セ
ン

タ
ー（
六
角
は
つ
ら
つ
セ
ン
タ
ー
内
）

・�
東
和
生
き
が
い
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
セ
ン

タ
ー（
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー

和
・
な
ご
み
内
）

※��

各
施
設
と
も
、
専
用
バ
ス
で
送
迎
し

ま
す
。

一
人
暮
ら
し
等
の
高
齢
者
を
支
援
①

配
食
サ
ー
ビ
ス

　
在
宅
の
一
人
暮
ら
し
高
齢
者
等
に

対
し
、
栄
養
バ
ラ
ン
ス
の
取
れ
た
食
事

（
昼
食
の
み
）を
届
け
な
が
ら
、
安
否
確

認
も
行
い
ま
す
。

対
象
者

・�

お
お
む
ね
65
歳
以
上
の
一
人
暮
ら
し

の
方

・�

高
齢
者
の
み
の
世
帯
お
よ
び
こ
れ
に

準
ず
る
世
帯
の
高
齢
者

配
食
期
間　
月
曜
日
～
金
曜
日

利
用
料　
１
食
当
た
り
４
０
０
円

そ
の
他

　
糖
尿
病
食
や
減
塩
食
、
き
ざ
み
食
等
、

食
事
制
限
が
あ
る
方
に
も
対
応
し
て
い

ま
す
。

一
人
暮
ら
し
等
の
高
齢
者
を
支
援
②

緊
急
通
報
シ
ス
テ
ム

　
65
歳
以
上
の
一
人
暮
ら
し
等
の
方
に
、

緊
急
通
報
装
置
を
貸
与
し
ま
す
。

　
こ
の
貸
与
に
当
た
っ
て
は
、
あ
ら
か
じ

め
緊
急
時
に
駆
け
つ
け
て
く
れ
る
協
力
員

（
３
人
）の
登
録
が
必
要
で
す
。

集
い
の
場
を
提
供
し
ま
す

敬
老
会

　

年
度
内
に
75
歳
以
上
に
な
る
方
を
、

地
域
ご
と
の
敬
老
会
に
ご
招
待
し
ま
す
。

　
地
域
の
方
々
の
ご
協
力
を
い
た
だ
き
、

楽
し
い
一
日
を
お
過
ご
し
い
た
だ
き
ま

す
。

在
宅
で
介
護
し
て
い
る
方
を
支
援
①

介
護
者
激
励
金

　
重
度
の
介
護
を
要
す
る
方
を
在
宅

で
介
護
し
て
い
る
方
に
、
激
励
金
を
給

付
し
ま
す
。

対
象
者

　
次
の
全
て
に
該
当
す
る
方
を
在
宅
で

６
カ
月
以
上
介
護
し
て
い
る
方

・�

要
介
護
４
ま
た
は
５
と
認
定
さ
れ
た

・
65
歳
以
上

・�

寝
た
き
り
ま
た
は
認
知
症
の
状
態
に

あ
る

激
励
金

　
在
宅
期
間
に
よ
っ
て
月
額
５
千
円
の

激
励
金
を
給
付
し
ま
す
。

※�

給
付
に
つ
い
て
は
、
年
度
分
ま
と
め

て
３
月
に
行
い
ま
す
。

在
宅
で
介
護
し
て
い
る
方
を
支
援
②

介
護
用
品
給
付

　
一
定
の
基
準
を
満
た
す
要
介
護
者
を

介
護
し
て
い
る
方
へ
、
紙
お
む
つ
な
ど

の
介
護
用
品
給
付
券（
月
額
３
千
円
）を

発
行
し
ま
す
。

対
象
者

　
要
介
護
と
認
定
を
受
け
た
65
歳
以
上

の
常
時
介
護
用
品
を
必
要
と
す
る
方
を

介
護
し
て
い
る
方

※�

介
護
保
険
適
用
施
設
入
所
者
や
入
院

中
の
方
は
対
象
と
な
り
ま
せ
ん
。

0102

04 03

06 05

高齢者のための福祉サービス
　�市は、日本一の『健幸長寿都市・二本松』を目指して、
高齢者の方々がいつまでも元気で生きがいをもって生
活できるよう、各種サービスを取りそろえています。
　生活支援や健康づくりのためにご利用ください。
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友
達
と
一
緒
に
リ
フ
レ
ッ
シ
ュ

温
泉
等
利
用
健
康
増
進
事
業

　
高
齢
者
の
健
康
増
進
と
閉
じ
こ
も
り

の
解
消
な
ど
に
役
立
て
て
い
た
だ
く
た

め
、
70
歳
以
上（
年
度
中
に
70
歳
に
な

る
方
を
含
む
）の
方
に
、
温
泉
等
利
用

券（
５
千
円
分
）を
送
付
し
ま
す
。

注
意
事
項

　
利
用
券
の
交
付
を
受
け
た
方
で
次
の

事
項
に
該
当
し
た
場
合
は
、
利
用
券
を

返
還
し
て
く
だ
さ
い
。

・
市
外
に
転
出
し
た
と
き

・
死
亡
し
た
と
き

・�

要
介
護
１
以
上
の
認
定
を
受
け
た
と

き
※�

要
介
護
１
以
上
の
認
定
を
受
け
た
方

に
は
送
付
し
て
い
ま
せ
ん
が
、
外
出

が
可
能
な
方
は
高
齢
福
祉
課
ま
で
お

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

※�

利
用
券
は
本
人
の
み
利
用
で
き
ま
す
。

利
用
券
裏
面
記
載
の
留
意
事
項
を

守
っ
て
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

※�

令
和
２
年
度
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ

ル
ス
感
染
拡
大
の
影
響
に
よ
り
利
用

を
控
え
た
方
も
多
い
こ
と
か
ら
、
令

和
２
年
度
で
未
使
用
の
利
用
券
は
、

令
和
３
年
度
に
お
い
て
も
使
用
で
き

る
よ
う
利
用
期
間
を
延
長
し
て
い
ま

す
。

高
齢
者
等
を
見
守
る
①

ご
み
出
し
支
援
戸
別
収
集
事
業

　
家
庭
ご
み
を
集
積
所
に
出
す
こ
と
が

困
難
な
対
象
世
帯
を
訪
問
し
、
戸
別
に

ご
み
を
収
集
し
ま
す
。

対
象
世
帯

　
次
の
①
～
③
の
全
て
に
該
当
す
る
世

帯
で
、
親
族
、
近
隣
在
住
者
等
か
ら
ご

み
出
し
の
協
力
が
得
ら
れ
な
い
世
帯

①�

要
介
護
・
要
支
援
認
定
者
、
ま
た
は
、

身
体
障
が
い
者
、
知
的
障
が
い
者
、

精
神
障
が
い
者
、
難
病
が
原
因
に
よ

る
障
が
い
者
の
み
で
構
成
さ
れ
て
い

る
世
帯

②�
世
帯
員
の
い
ず
れ
か
が
、
介
護
保
険

サ
ー
ビ
ス
の
訪
問
介
護
等
、
ま
た
は
、

障
が
い
福
祉
サ
ー
ビ
ス
の
居
宅
介
護

等
を
利
用
し
て
い
る
こ
と
。

③�

世
帯
員
の
み
で
は
、
ご
み
出
し
が
で

き
な
い
と
認
め
ら
れ
る
世
帯

※�

利
用
に
当
た
っ
て
は
、
居
宅
介
護
支

援
事
業
所
、
地
域
包
括
支
援
セ
ン

タ
ー
等
の
確
認
が
必
要
と
な
り
ま
す
。

高
齢
者
等
を
見
守
る
②

見
守
り
Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド
活
用
事
業

　
認
知
症
高
齢
者
等
が
外
出
し
、
自
宅

に
戻
れ
な
く
な
っ
た
り
、
行
方
不
明
、

警
察
等
に
保
護
さ
れ
た
り
し
た
時
に
、

早
期
に
身
元
が
判
明
で
き
る
よ
う「
認
知

症
高
齢
者
等
見
守
り
Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド
」を
配

布
し
て
い
ま
す
。

利
用
で
き
る
方

　
自
宅
に
居
住
す
る
認
知
症
高
齢
者
等

を
介
護
し
て
い
る
家
族
、
親
族
、
支
援

者費
　
用　
無
料

高
齢
者
の
外
出
支
援
①

公
共
交
通
運
賃
無
料
化
事
業

　
75
歳
以
上
の
高
齢
者
は
、「
高
齢
者
無

料
乗
車
証
」を
使
用
す
る
こ
と
で
公
共
交

通
を
無
料
で
利
用
で
き
ま
す
。

利
用
可
能
な
公
共
交
通
機
関

・
福
島
交
通
、
協
和
交
通
の
路
線
バ
ス

・�

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ
ス（
安
達
・
岩
代
・

東
和
地
域
）

・�

デ
マ
ン
ド
タ
ク
シ
ー（
安
達
・
岩
代
・

東
和
地
域
）

・
よ
う
た
す
カ
ー（
二
本
松
地
域
）

無
料
と
な
る
範
囲

　
二
本
松
市
内

※�

市
内
と
市
外
を
ま
た
が
る
交
通
機
関

を
利
用
す
る
場
合
、
市
外
区
間
分
は

有
料
と
な
り
ま
す
。

利
用
方
法
等

　
事
前
に「
高
齢
者
無
料
乗
車
証
」の
交

付
申
請
が
必
要
で
す
。
詳
細
に
つ
い
て

は
下
記
へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

高
齢
者
の
外
出
支
援
②

よ
う
た
す
カ
ー

　
　
　
　
（
二
本
松
地
域
）

　
65
歳
以
上
の
方
が
通
院
や
買
い
物
な

ど
に
利
用
で
き
る
乗
合
型
タ
ク
シ
ー
で

す
。
利
用
さ
れ
る
際
は
あ
ら
か
じ
め
登

録
手
続
き
が
必
要
で
す
。

料　
金　
１
乗
車
３
０
０
円

高
齢
者
の
外
出
支
援
③

デ
マ
ン
ド
タ
ク
シ
ー

（
安
達
・
岩
代
・
東
和
地
域
）

　
予
約
制
の
乗
合
型
タ
ク
シ
ー
で
、
安

達
・
岩
代
・
東
和
地
域
に
お
住
ま
い
の

方
は
、
ど
な
た
で
も
登
録
で
き
ま
す
。

料　
金　
１
乗
車
３
０
０
円

◎
問
い
合
わ
せ
…

　
01
～
08
・
10
・
11

　
高
齢
福
祉
課
長
寿
福
祉
係

　
☎（
55
）５
１
１
４

　
Fax（
22
）１
５
４
７

　
09

　
高
齢
福
祉
課
包
括
ケ
ア
推
進
係

　
☎（
23
）３
６
０
０

　
Fax（
62
）１
０
３
３

　
12

　
秘
書
政
策
課
総
合
政
策
係

　
☎（
55
）５
０
９
０

　
Fax（
22
）７
０
２
３

07

0809

10

1112

老後を過ごす

このまちで 


